
家族の問題と解決 
地域に暮らす人たちにできること 

 
認知症リンクワーカー・フォローアップ研修 

仕事場ＤＡＮ／立命館大学大学院 

団 士郎 



自己紹介 

漫画家 

家族相談カウンセラー 

大学院教員 

 

それらを合せたお話を 
 



家族支援 

結論から述べると「家族理解」に尽きる 

 

「理解」こそが援助 

 
 



大きな問題や事件は 
どこで発生しているでしょうか？ 

問題/事件は 

「誰にも理解されなかった人」 
の ところで起きていることが多い 

 



だけれども一方で、 
人は自分のことは 

できるだけ自分でしたいもの 

代わりにしてあげる援助/支援は 

そんなに素晴らしいことではない 

私はそう考えている 



 



























































おわり 

お隣の方と感想を 

話し合ってください 



これは実話です 

新潟県の若い男性ヘルパーが 

ケース検討にと出したものです 

 

ここのテーマは「家族」 

けっして症状だけではない 

 

だから、認知症だけに関わる家族もない 



長男を責めることで、 
手に入るモノは何か？ 

地域の児童虐待通報にも、似たことが 

誰が適切で、誰は不適切か 

そんなジャッジは何ももたらさない 

 

理解は声かけや、側に行って､ 

ねぎらうことから 



「家族の構造」 

考え方 

「家族の構造理論」 

本の紹介 

「家族理解入門」中央法規出版 
月刊「ケアマネジャー」連載分 

 



この家族のケースは 
ｐ１９、２０に解説している 

音読 

この家族に今できる外からの提案は 

「ご兄弟で集まって話し合ってみられませんか。 

ご一緒させていただいても良いですよ」 

合同家族面接 



ところが近年 

気をつけないと、地域社会は 

意地悪な評論家になってしまう。 

 

今、日本社会もそう 

社会が貧しくなっている 
 

 



ご近所での 
「お互いさま」の組み立ても、 

難しくなってきている 

地域社会はずっと、このテーマで揺れている 

知らない人同士の町 

知り合う機会を形成できない社会 

そこに直ぐ専門家が介入 











 



 









 



 



 





 





 



 



 



 





 



 



 









 



 



 



 







 







 



 



 



 



 



 



 



また、感想を３分 

 



子育て/自立/高齢化/介護 

普通に暮らしていても、課題はやってくる。 

親は歳を取るし、子どもは自立してゆく。 

してくれないと困る。 

でも、老後に誰も居なくなってしまうのも・・・ 

どうするのが良いのか、悩ましいところです。 

そこに時には大きな被災が重なる。 

意見ではなく，現実が被さってくる 
 

 

 



正しい一つの答など 
誰も持てない 

ここが「医療問題」とは異なるところです 

 

誰にもできて、誰も正解など持ち得ない 

 

だから、それぞれが自分自身で 

取り組めるように支えるのが 

一番良いのかなと・・・ 



最後にマンガ本の宣伝 
「家族の練習問題」１＆７ 

1400円を1000円で 

おわり 


